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い
つ
か
来
る
…

そ
の
日
に
備
え
て

昨
年
は
、
東
京
を
は
じ
め
各
地
で
多
く
の
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
区
部
で
震
度
4
以
上
の
地
震
が
年
3
回
以
上
観
測
さ
れ
た
の

は
、
近
年
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
震
の
発
生
を
止
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
の
備
え
と
訓
練
が
必
要
で
す
。

そ
の
1
・
備
え
編
(
1
面
)
・
:日
ご
ろ
か
ら
行
う
べ
き
地
震
へ
の
備
え

そ
の
2
・
対
処
編
(
4
面
)
…
実
際
に
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
行
動

そ
の
1
　
備
え
編

～
日
ご
ろ
の
備
え
が
あ
な
た
を
守
る
～

足
立
区
に
被
害
を

お
よ
ぼ
す
地
震

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
地
震
と

し
て
、
以
下
の
3
つ
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
直
下
地
震

関
東
で
の
代
表
例
は
、
安
政
江
戸

地
震
(
1
8
5
5
年
)
で
す
。

東
京
の
真
下
を
震
源
と
す
る
地
震

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
(
以
下
、
M
)
7

程
度
、
被
害
を
及
ぼ
す
範
囲
は
半

径
2
0～
3
0㎞
程
度
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
震
源
が
浅
い
場
合
は
、
狭
い

範
囲
で
す
が
、
そ
の
真
上
で
は
、
震

度
6
強
程
度
に
な
り
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
央
防
災
会
議
(
国
の
防
災
行
政

の
総
合
調
整
を
行
う
附
属
機
関
)
は
、

「
南
関
東
地
域
直
下
の
地
震
の
発
生

は
、
あ
る
程
度
の
切
迫
性
を
有
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

②
関
東
地
震

代
表
例
は
、
元
禄
地
震
(
1
7
0
3

年
)
、関
東
大
地
震
(
1
9
2
3

年
)

で
す
。

相
模
湾
か
ら
日
本
海
溝
に
向
か
っ

て
延
び
る
相
模
ト
ラ
フ
に
震
源
を
持

つ
地
震
で
す
。
中
央
防
災
会
議
は
、

今
後
、
1
0
0年か
2
0
0年先
に
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
ま
す
。

③
東
海
地
震

駿
河
湾
付
近
か
ら
そ
の
沖
合
の
地

域
を
震
源
域
と
し
て
起
き
る
と
し
て

い
る
M
8
級
の
巨
大
地
震
で
す
。

現
在
、
唯
一
予
知
体
制
が
整
っ
て

い
る
の
は
、
東
海
地
震
だ
け
で
、
地

震
の
予
報
に
当
た
る
「
警
戒
宣
言
」

が
発
せ
ら
れ
ま
す
。
東
京
は
、
震
源

か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
震
度
は
5

弱
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
想
定
か
ら

わ
か
る
こ
と

区
内
で
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合

の
被
害
想
定
(
表
I
)

に
よ
る
と
、

お
よ
そ
3
人
に
I
人
が
帰
る
家
を
失

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
が
引
き
起
こ
す
火
災

も
、被
害
を
大
き
な
も
の
に
し
ま
す
。

特
に
、
建
物
が
密
集
し
た
地
域
で
は

火
災
が
発
生
す
る
と
、
延
焼
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら

火
災
を
防
ぐ
意
識
が
必
要
で
す
。

表1　 区内の被害想定

※資料…都防災会議( 区部直下地震… 9 年8 月開催
関東地震… 3 年9 月開催)

自
分
で
出
来
る

災
害
へ
の
備
え

▽
3
日
分
程
度
の
食
料
品
と
水
を
備

蓄
し
ま
し
ょ
う

▽
家
具
の
転
倒
防
止
、
本
棚
や
食
器

棚
な
ど
か
ら
の
本
・
食
器
類
の
落
下

防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

▽
石
油
ス
ト
し
フ
や
ガ
ス
器
具
な
ど

火
気
の
周
り
は
常
に
整
と
ん
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

▽
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、
非
常

持
ち
出
し
品
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

(図
1
)

▽
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
家

庭
で
出
来
る
こ
と
を
普
段
か
ら
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

災
害
対
策
係
窓
口
で
は
、
防
災
(

ン
ド
ブ
ッ
ク
・
家
具
転
倒
防
止
方
法
・

消
火
器
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
各
種
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
常
用
保
存
食
・
持
ち
出

し
袋
な
ど
の
防
災
グ
ッ
ズ
は
、
区
役

所
中
央
館
2
階
に
展
示
し
て
い
ま
す

(販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
)
。

「
い
つ
か
来
る
、
そ
の
日
に
備
え

て
」
く
だ
さ
い
。

対
処
編
(
そ
の
2
)

に
つ
い
て
は
、
4面

図 1 非常用持ち出し 袋を
準備してください
非常持ち出し品一例

※ 災害時、すべての被災者に救援物資が届く
までには時間を要します。一番大切なこと
は、各自の備えです。皆さんの家庭でも、災
害に備えて必要な物資を用意しておいて
ください

図2 室内にも危険がたく さ ん
!

点検してみましょう

▲ 家具を壁に
固定する

▲ 家具を天井
に固定する

▲ ガラスが飛散　
しないよう、　
フィルムを張る

▲ 家具と床の
間に滑り止
めを入れる

▲ 両開きドア
を留め具で
つなぐ

▲ 家具同士を
留め具でつ
ないでおく

東京の地震データ
1603年以降、400年の間に震度5 以上の地震
が33回、震度6 以上の地震が6 回発生
震度5 の地震は、12年に1 回、震度6 の地震
は、67年に1 回程度の割合で発生
震度6 の地震は、1923年関東大地震が最後。
震度5 以上の地震は、1929年以前の50年間
に、11回発生。1929年以後、56年間起きてい
なかったが、1985年と1992年に発生

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
選
挙
豆
知
識
/
人

権
と
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
/
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

4
・
5
面
▽
防
災
特
集
・
対
処
編
/
二
期
制
/
走
れ
!

あ
だ
ち
債
/
日
暮
里
・
舎
人
線

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
て

る
丸
く
ん
通
信

8
面
▽
▽
▽
輝
け
!

足
立

区長へのファクス
( FAX) 3880- 5678

回答を希望する方は住所・
氏名・電話番号など
を記入してください

新たに行政委員が決まりました
選挙管理委員( 15 年12月25日就任)

平沢太郎氏 小野実氏
委員長職務代理
馬場繁太郎 氏

委員長
飯田豊彦氏

監査委員
( 15年12月16日就任)

神澤道昭氏

教育委員
( 15年12月16日就任)

瀬田悌三郎氏

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ　
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保

健

福

祉

ガ
イ

ド

定員に先着順
とあるものは
1 月14 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111 ㈹

凡

例

□ 申込 … 申し込み方法
□ 期限 … 申し込み期限
□ 場 ・申・問先 … 場所・
申し込み先 ・問い合 わせ先

□ 費用の記載のないものは 無料
□ ( HP)…ホ ームページアドレス
□ 　… E メールアドレス

す
こ
や
か
親
子
音
楽
交
流
会

親
子
で
一
緒
に
、
音
楽
を
楽
し
み

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
1

月
2
3日
面
、
午
前
1
0時
3
0分
～
正
午

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=

乳
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
=
歌

プ
リ
ズ
ム
遊
び

講
師
=
山
崎
浩
氏

(音
楽
家
)

定
員
=
6
0
組
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
中

央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係
g
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

(
2
日
制
)

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
若
い

と
き
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
時

等
=
表
1

対
象
=
区
内
在
住
で
、
1
8

～
3
9歳
の
女
性

内
容
=
健
康
チ

ェ
ッ
ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

歯
周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度

測
定
な
ど
)
/
健
康
教
室
(
保
健
、

栄
養
、歯
科
に
つ
い
て
の
相
談
)

定

員
=
各
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話表1　 女性のための健康づくり日程等

(親
)医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

今
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
⑩
医

療
証
を
、
1
5年
1
2月
2
5日
に
発
送
し

ま
し
た
。
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず

新
し
い
医
療
証
を
健
康
保
険
証
と
一

緒
に
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
該
当
年
度
の

所
得
状
況
に
よ
り

、
助
成
内
容
が
変

更
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
※
所
得

超
過
な
ど
で
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

方
へ
の
通
知
も
同
時
に
発
送
し
ま
し

た

問
先
=
家
庭
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

講
演
会
「
強
迫
性
障
害
を
知
る
」

自
分
で
も
お
か
し
い
と
感
じ
な
が

ら
、
過
度
の
手
洗
い
や
確
認
行
為
な

ど
を
繰
り
返
し
、
や
め
ら
れ
な
い
。

そ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
1
月
2
8
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
対
象
=
強
迫
症
状
で
困

っ
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
な
ど

講

師
=
斉
藤
広
生
氏
(
大
内
病
院
医
師
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

病
後
児
保
育

利
用
希
望
者
は
事
前
に
区
に
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
方
法
な
ど
、

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
日
時
=
毎
週
月
曜
～
土
曜
日
、

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
6
時
3
0
分

※
土
曜
日
は
午
後
1
時
ま
で

場
所
=

区
立
あ
や
せ
保
育
園

対
象
=
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…
保
育
に

欠
け
る
児
童
/
区
内
在
住
ま
た
は
保

育
園
な
ど
に
通
っ
て
い
る
1
歳
以
上

就
学
前
ま
で
の
児
童
/
病
気
の
回
復

期
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
で
あ

り
、か
つ
保
護
者
が
勤
務
の
都
合
上
、

家
庭
で
の
保
育
が
出
来
な
い

定
員
=

各
日
4
人

費
用
=
1
日
2
千
5
0
0

円

※
土
曜
日
は
2
千
円

期
間
=
1

つ
の
病
気
に
つ
き
7
日
以
内

登

録
=
事
前
に
保
育
計
画
係
ま
た
は
各

公
立
・
私
立
保
育
園
で
登
録

問
先
=

保
育
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

男
性
の
た
め
の
健
康
講
座

「
熟
年
の
尿
の
ト
ラ
ブ
ル
」

日
時
=
1
月
3
0
日
脚
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
対
象
=
尿
の
ト
ラ
ブ
ル

を
抱
え
て
い
る
方
ま
た
は
関
心
の
あ

る
方

講
師
=
横
山
博
美
氏
(
医
新

会
泌
尿
器
科
院
長
)

定
員
=
4
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

歯
周
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)
「
ピ

ン
ク
の
歯
肉
を
つ
く
ろ
う
」

囗
の
生
活
習
慣
病
と
言
わ
れ
る
歯

周
病
は
、
重
症
に
な
る
ま
で
自
覚
症

状
も
出
に
く
く
、
静
か
に
進
行
し
て

い
き
ま
す
。
無
く
し
て
気
付
く
歯
の

大
切
さ
。
早
め
に
予
防
を
始
め
ま
し

ょ
う
。
日
程
等
=
表
2

定
員
=
3
5

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た

は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表2　 歯周病予防教室日程等

※ いずれも水曜日。時間は、午後1時30分～3時30分
※ 各回とも健康交流会があります

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
風
の
子
く
ら

ぶ
」
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

内

容
=

▽
掲

示
板
…

子

育

て

の
情
報

交
換

の
場
と

し

て
、
使

い
や
す

く
な

り

ま
し

た

。
子
育

て

の
う

れ
し

さ
、

大
変

さ
な

ど
た
く

さ

ん
お
寄

せ

く
だ

さ

い

▽
み
ん

な
で
子

育

て
コ

ー
ナ

ー
:

字

育

て
支
援

に

関
す

る
様

々
な

活

動

を
し

て

い
る

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

の

情
報

を
お
寄

せ
く

だ

さ

い

。
ま

た

、

こ

の
コ

ー
ナ

ー
で
は

、
こ

ど
も
家

庭

支
援

セ

ン
タ

ー
子

育

て
支
援

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
要
綱

や

登
録
申

請
書

、
ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
セ

ン
タ
ー

の
情
報

を
見

る

こ

と

が
出
来

ま

す

問

先
=

こ

ど
も

家
庭

支
援

セ

ン
タ
ー

豐
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

U
U
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
'
r
g
N
e

コ
O
r
o
'
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o

一一
'
)

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
3

※
い
ず
れ
も
定
員

は
先
着
順

対
象
=
ア
レ
ル
ギ
ー
が

心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
込
=
電

話表3　 アレルギ ー予防 教室日程等

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」

社
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

通
所
者
募
集

4
月
か
ら
の
通
所
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。
社
会
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
目
標
や

希
望
に
合
わ
せ
た
様
々
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。こ
の
活
動
を
と
お
し
て
、

障
害
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
地
域
で

自
分
に
合
っ
た
生
活
や
社
会
参
加
が

出
来
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

聴
覚
や
視
覚
な
ど
の
障
害
に
合
わ
せ

た
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
対
象
=

区
内
在
住
の
1
8歳
以
上
の
身
体
障
害

者
で
、
リ
(
ビ
リ
通
所
訓
練
を
希
望

す
る
方

内
容
=
月
曜
～
金
曜
日
の

半
日
か
ら
最
大
2
日
ま
で
の
通
所

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
あ
し
す
と
」
社
会
リ
(
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
1
　
　
　

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3
8

～
示
談
を
結
ぶ
前
に
届
け
出
を
～

交
通
事
故
と
老
人
保
健

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
は
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

老
人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
こ
の
場
合
、
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
る
と
同
時
に
、
区
役
所
に

も
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
て
い
れ
ば
、
老
人
保
健

で
の
治
療
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
加
害
者
と
の
話
し
合
い
で
、
示

談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
そ
の
取
り

決
め
の
内
容
が
優
先
す
る
こ
と
が
あ

り
、
加
害
者
に
請
求
出
来
な
く
な
り

ま
す
。示
談
を
結
ぶ
前
に
、
必
ず
区

の
担
当
窓
口
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
内
容
=
老
人
保
健
で
治
療

を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
区
が
医

療
機
関
へ
医
療
費
を
支
払
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
区
が
一
時
立
て
替
え
て
支

払
う
も
の
で
、
後
日
、
被
害
者
の
方

に
代
わ
っ
て
、
加
害
者
に
請
求
し
ま

す

申
込
=
所
定
の
傷
病
届
な
ど

と
、
警
察
が
発
行
す
る
交
通
事
故
証

明
書
、
健
康
保
険
証
、
老
人
保
健
医

療
受
給
者
証
、
印
鑑
を
持
参

申
・

問
先
=
高
齢
医
療
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

給
食
関
係
技
術
者
講
習
会

日
時
等
=
表
4

場
所
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー

対
象
=
事
業
所
、
病
院
、

学
校
、
寄
宿
舎
、
児
童
・
社
会
福
祉

施
設
な
ど
の
給
食
管
理
者
、栄
養
士
、

調
理
師
、そ
の
他
調
理
作
業
関
係
者
、

在
宅
栄
養
士
な
ど

定
員
=
5
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健

栄
養

豐
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表4　 給食関係技術者講習会日程等

※ いずれも時間は、午後2時～4時30分

調
理
関
係
者
の
た
め
の
「ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
講
習
会
」

日
時
=
1
月
2
8日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

内
容
=
プ
ロ
に
役
立
つ
低
脂

肪
メ
ニ
ュ
ー
の
ヒ
ン
ト

対
象
=
飲

食
店
、
仕
出
し
弁
当
業
者
な
ど
の
調

理
関
係
者

講
師
=

中
村
絵
里
氏

(料
理
研
究
家
)

定
員
=
3
0
人
(
先

着
順
)

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

お
酒
の
適
量
を
知
ろ
う

お
酒
は
飲
み
方
に
よ
っ
て
は
食
欲

を
増
進
さ
せ
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

て
く
れ
ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
る
と
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
肝
臓
病
を
招
く

な
ど
健
康
に
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

お
酒
に
関
す
る
区
民
の
意
識
調
査

に
よ
る
と
、
「
節
度
あ
る
飲
酒
量
を
知

っ
て
い
る
人
」
の
割
合
は
7
5
%
で
し

た
。
ま
た
、
「
週
に
2
日
は
お
酒
を
飲

ま
な
い
"
休
肝
日
"
を
作
っ
て
い
る

人
」
の
割
合
は
1
7
%で
し
た
。

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
て
も
な
か
な
か
症
状
が
出
な

い
一
方
、
休
息
す
る
と
す
ぐ
に
回
復

す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
肝
臓
の

休
息
の
た
め
に
は
2
日
連
続
の
休
肝

日
と
十
分
な
睡
眠
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
日
本
人
の
4
割
以
上
は
、

体
質
的
に
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
(
ア

ル
コ
ー
ル
が
体
内
で
変
化
し
て
出
来

る
有
害
物
質
)
を
分
解
す
る
ア
ル
デ

ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
(
A
L
D
H
)

の

一
部
が
欠
損
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
血
中
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃

度
が
高
く
な
り
、
す
ぐ
に
肌
の
色
が

赤
く
な
っ
た
り
、
気
分
が
悪
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
飲
め
な
い
人
へ
の
お

酒
の
無
理
強
い
は
、
危
険
な
の
で
絶

対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
1

日
の
お
酒
の
適
量

1
日
の
飲
酒
は
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
2
0
g

程
度
が
適
量
で
す
。
例
え
ば
ビ

ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
ー
本
(
5
0
0心)
、
ワ

イ
ン
な
ら
グ
ラ
ス
1
。
5
杯
(
1
8
0
d
)、日

本
酒
な
ら
I
合
(
1
8
0
d
)、ウ
イ
ス
キ

ー
・
ブ
ラ
ン
デ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
(
6
0

が
)
、焼
酎
2
5度
な
ら
1
2
0
dと
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
目

安
で
す
。
自
分
に
合
っ
た
お
酒
の
適

量
を
知
り
、
節
度
あ
る
飲
酒
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。《

足
立
保
健
所
調
整
》
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募集
します

3
面
募
集
記
事
の
注
意
点

▽
申
込
書
・
履
歴
書
・
:写
真
を
張

り
、
自
筆
で
記
入

▽
第
2
次
選

考
…
第
1
次
選
考
合
格
者
の
み

▽
応
募
書
類
な
ど
は
返
却
し
ま

せ
ん

▽
申
し
込
み
が
郵
送
で
、

住
所
の
記
載
が
な
い
も
の
の
郵

送
先
…
〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
1
-
1
7
-
1

教
育
相
談
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
3
月
3
1日
現
在
、
2
2歳
以
上

で
①
②
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

①
大
学
ま
た
は
大
学
院
に
お
い
て
心

理
学
を
主
に
専
攻
・
修
了
し
、
教
育

相
談
に
関
連
の
あ
る
職
歴
ま
た
は
実

習
歴
が
あ
る

②
臨
床
心
理
士
の
資

格
を
有
す
る

勤
務
場
所
=
教
育
相

談
室
(
竹
の
塚
・
綾
瀬
・
鹿
浜
の
い

ず
れ
か
)

勤
務
条
件
=

週
4

日

(月
・
火
曜
日
は
必
須
)
勤
務
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
1
5
分
雇
用
期

間
=
4
月
1
日
～
1
7
年
3
月
3
1
日
　

(更
新
あ
り
)

報
酬
=
月
額
2
1万

円

※
交
通
費
支
給
。
社
保
、
有
休

あ
り

募
集
人
数
=
若
千
名

選
考
=

書
類
審
査
後
、
▽
第
1
次
・
:小
論

文
(
2
月
6
日
)

▽
第
2
次
…
面
接

(
2
月
1
8日
)

申
込
=
履
歴
書
(
職

歴
ま
た
は
実
習
歴
を
記
載
)
を
郵
送

※
く
わ
し
く
は
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

期
限
=
1

月
2
6

日
必
着

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

教
育
相
談
係

〒
1
2
1・0
8
1
3

竹

の
塚
2
-
2
5
-
2
1

g
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

納
税
事
務
補
佐
員

(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
区
内
ま
た
は
そ
の
近
郊
に
居

住
し
て
い
る
方

職
務
内
容
=
窓
口

で
の
税
の
現
金
領
収
、
相
談
受
付
・

案
内
な
ど

勤
務
条
件
=
週
4
日
勤

務
(
2
週
間
で
6
0時
間
)

雇
用
期
間
=
4

月
1
日
～
1
7年
3
月
3
1日
(
勤

務
成
績
良
好
な
場
合
は
更
新
)

報

酬
=
月
額
1
4万
3
千
円

※
交
通
費

実
費
支
給

募
集
人
数
=
2
人

選

考
方
法
=
▽
第
1
次
・
:履
歴
書
お
よ

び
作
文
「
税
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」

(
8
0
0
字
程
度
)

▽
第
2
次
…
面
接
(
2

月
2
0日
、
該
当
者
に
は
後
日
連

絡
)
申
込
=
履
歴
書
と
作
文
を
持

参
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
ま
た

は
郵
送

期
限
=
1
月
2
3日
消
印
有

効

申
・
問
先
=
納
税
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

学
校
栄
養
士
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
栄
養
士
有
資
格
者
(
3
月
3
1

日
取
得
見
込
み
可
)

勤
務
内
容
=

学
校
給
食
に
関
す
る
業
務

勤
務
場

所
=
区
立
小
・
中
学
校

勤
務
条
件
=

週
5
日
以
内
勤
務
(
年
間
2
0
5日)
/

有
休
・
社
保
あ
り

報
酬
=
月
額
1
8

万
4
千
円
(
1
5年
度
実
績
)

募
集

人
数
=
1
0
人
程
度

選
考
=
面
接

(
1
月
2
7日
予
定
)

採
用
予
定
日
=
4

月
1
日

申
込
=
履
歴
書
(
A
4
)

を
持
参
(
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
)
ま
た
は
郵
送

期
限
=
1
月
1
9

日
必
着

申
・
問
先
=
学
校
給
食
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
5

学
童
保
育
室

1
6年
度
専
門
非
常
勤
職
員

対
象
=
昭
和
1
9年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
健
康
な
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
資
格
に
該
当
す
る
方
…
保
育
士

/
教
諭
/
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準

第
3
8号

勤
務
内
容
=
区
内
の
学
童

保
育
室
で
学
童
保
育
業
務

勤
務
条

件
=
週
3
0時
間
(
週
5
日
以
内
)
、午

前
8
時
3
0分
か
ら
午
後
6
時
1
5分
の

う
ち
8
時
間
以
内

報
酬
=
月
額
1
6

万
8
千
円
、
交
通
費
支
給
。
有
休
・

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
な
ど
あ
り

募
集
人
数
=
8
人
程
度

選
考
=
面

接
(
2
月
1
3日
予
定
)

申
込
=
履
歴

書
と
作
文
「
学
童
保
育
に
つ
い
て
」

(
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
)
を
郵

送

期
限
=
1
月
2
3日
必
着

申
・

問
先
=
住
区
推
進
課
事
業
調
整
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
5
8

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
し
す
と
」臨
時
職
員

対
象
=
保
育
士
の
資
格
を
持
つ
方

勤
務
内
容
=
障
害
者
の
リ
(
ビ
リ
ほ

か

勤
務
条
件
=
1
日
5
。
5時間
で
週
5

日
勤
務

報
酬
=
時
給
8
2
0
円

募

集
人
員
=
I
人

選
考
=
書
類
審
査

お
よ
び
面
接

採
用
予
定
日
=
3
月
I
H

申
込
=
履
歴
書
・
資
格
証
明

書
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
持
参

期

限
=
1
月
2
6日
必
着

申
・
問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」

社
会
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

〒

1
2
1
・
0
8
1
6梅
島
3
1
3
1
-
1
9

日
(
5
6
8
1
)
0
1
3
1

家
庭
教
育
相
談
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
区
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
・
:社
会
教
育
主
事

任
用
資
格
者
で
教
育
関
係
職
の
経
験
3

年
以
上
/
教
員
免
許
状
ま
た
は
、

社
会
教
育
主
事
講
習
修
了
で
教
育
関

係
職
の
経
験
3
年
以
上
/
社
会
教
育

・
家
庭
教
育
に
学
識
と
経
験
が
あ
り

教
育
委
員
会
が
特
に
認
め
る
場
合

勤
務
場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

勤

務
内
容
=
家
庭
教
育
支
援
業
務

勤

務
条
件
=
週
3
0時
問
/
有
休
・
社
会

保
険
あ
り

報
酬
=
区
非
常
勤
職
員

に
準
ず
る

募
集
人
数
=
I
人

選

考
=
論
文
お
よ
び
面
接

採
用
予
定

日
=
4
月
1
日

申
込
=
申
込
書
、

履
歴
書
な
ど
を
窓
口
に
持
参

※
申

込
書
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、人
事
係
、

区
政
情
報
室
で
配
布

期
限
=
2
月
1
0

日

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ

ー

讐
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

毛
長
川
流
域
連
絡
会
委
員

都
で
は
、
区
の
北
部
、
埼
玉
県
と

の
都
県
境
付
近
を
流
れ
る
毛
長
川
の

整
備
、
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
地
元

の
区
民
の
皆
さ
ん
や
団
体
と
共
に
考

え
る
、「
毛
長
川
流
域
連
絡
会
」を
設

立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

連
絡
会
の
委
員
(
無
報
酬
)
を
募
集

し
ま
す
。
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
で
、
年
2

回
程
度

(平
日
昼
間
)
開
か
れ
る
会
議
に
出

席
出
来
る
方

任
期
=
3
月
か
ら
約
2

年
間

募
集
人
数
=
2
人
(
選
考
)

申
込
=
住
所
(
在
勤
・
在
学
の
方
は

勤
務
先
・
学
校
の
名
称
・
住
所
)
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号
、
応
募
の
動
機
(
A
4

の
用
紙
に
8
0
0

字
程
度
)
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
持
参

※
結
果
は
2
月
下
旬
に
通

知

期
限
=
1
月
3
1日
消
印
有
効

申
先
=
都
・
第
六
建
設
事
務
所
工
事

課
「
毛
長
川
流
域
連
絡
会
事
務
局
」

〒
1
2
0・0
0
2
5

千
住
束
2
-
1
0
-
1
0

問
先
=
都
・
第
六
建
設
事
務
所

工
事
課

豐
(
3
8
8
2
)
4
0
8
4

区
・
計
画
調
整
課
計
画

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

区
立
保
育
園
　
保
育
・
用
務
・

調
理
・
栄
養
士
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
昭
和
1
9年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
健
康
な
方

勤
務
内
容
・
報

酬
等
=
表
5

選
考
=

▽
第
1
次
…

書
類
審
査

▽
第
2
次
…
面
接
(
2

月
1
7日
予
定
)

採
用
予
定
日
=
4

月
1
日

申
込
=
申
込
書
を
郵
送
ま

た
は
持
参

※
申
込
書
は
保
育
課
お

よ
び
各
区
立
保
育
園
で
配
付

期
限
=
1

月
2
2日
必
着

申
・
問
先
=
保

育
管
理
係g

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

表5　 区立保育園非常勤職員募集内容等

※いずれも、賞与なし、有給休暇あり、交通費支給( 限度額あ
り)
※ 調理については、数年間の調理職経験後、保育園栄養士( 上
記表のとおり) に職種変更となる場合があります
※くわしくは、所定の申込書をご覧ください

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

大
量
差
別
は
が
き
事
件

同
和
問
題
(
部
落
問
題
)
の
運
動

団
体
関
係
者
に
対
し
、
同
和
地
区
出

身
者
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
(
ガ
キ
が

大
量
に
送
り
つ
け
ら
れ
る
と
い
ケ
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
(
ガ
キ
は
関
係

者
の
家
の
周
辺
に
も
送
付
さ
れ
、
大

変
悪
質
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
ガ
キ
に
は
、「
住
め
な
い
よ
う
に

し
て
や
る
≒
人
間
で
な
い
の
で
人
権

な
ん
て
な
い
」
な
ど
、
卑
劣
極
ま
る

内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

差
別
(
ガ
キ
だ
け
で
な
く
、
注
文
し

て
い
な
い
物
品
な
ど
を
代
金
引
換
で

送
り
つ
け
る
と
い
う
嫌
が
ら
せ
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
人
権
侵
害
そ

の
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
私
た
ち
は
差

別
を
無
く
す
た
め
に
、
ま
ず
差
別
に

つ
い
て
知
り
、
差
別
を
し
た
り
、
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ

の
よ
う
な
差
別
事
件
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
情
報
提
供
は
、

人
権
・
同
和
係
ま
で

▲ 悪質な差別ハガキの一部
…差別ハガキに関する情
報をお寄せください

選
挙
豆
知
識

祝
成
人

2
0歳
か
ら
の
権
利
・
選
挙
権

政
治
は
税
金
や
福
祉
、
教
育
、
経

済
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し

と
権
利
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
自
分
の
意
思
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
の
が
選

挙
で
す
。
2
0歳
に
な
っ
た
人
は
、
国

会
議
員
や
自
治
体
の
首
長
な
ど
を
選

ぶ
選
挙
に
参
加
す
る
権
利
「
選
挙
権
」

を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

自
分
の
意
思
を
示
す
貴
重
な
一
票
が

権
利
と
し
て
与
え
ら
れ
る
と
同
時

に
、
そ
れ
に
対
す
る
責
任
も
負
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
か
。
皆
さ
ん
の
意
思
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
積
極
的
に
選
挙
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

一
新
成
人
の
方
や
2
0歳
代
の
方
の
投

票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所
で
投

票
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
立
ち

会
ケ
人
の
こ
と
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今
回
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
や
2
0歳
代
の

方
の
中
か
ら
、
投
票
立
会
人
を
体
験

し
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
貴
重
な
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
申
込
=
電
話

※
申

込
者
を
登
録
し
、
選
挙
の
1
ヵ
月
前

位
に
、
連
絡
・
調
整
を
し
ま
す

申
・

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

豐
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
第
6
回

備
え
て
安
心
!

住
宅
用
防
災
機
器

冬
は
火
を
使
ケ
機
会
が
増
え
空
気

も
乾
燥
す
る
の
で
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
火
災
は
時
と
し

て
尊
い
人
命
を
奪
い
ま
す
。
火
災
に

よ
る
死
亡
者
の
約
9
割
は
「
住
宅
火

災
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
死
亡
者
の
半
数
は
6
5歳
以
上

の
高
齢
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

火
災
は
大
き
く
な
っ
て
か
ら
で
は

手
遅
れ
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
通

報
・
初
期
消
火
・
迅
速
な
避
難
が
重

要
で
す
。

今
回
は
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
住
宅
用
防
災
機
器
を

紹
介
し
ま
す
。

▽
住
宅
用
火
災
警
報
機
…
万
一
、
出

火
し
た
と
き
に
、ど
れ
だ
け
早
く
「
火

災
の
発
生
を
知
る
か
」が
重
要
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
機
は
、
台
所
や

居
室
な
ど
に
設
置
し
て
煙
や
熱
を
感

知
し
て
自
動
的
に
警
報
音
を
鳴
ら

し
、
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。

ま
た
ガ
ス
漏
れ
を
知
ら
せ
る
複
合
型

も
あ
り
ま
す

▽
防
災
製
品
・
:寝
具

や
衣
類
な
ど
に
火
が
接
触
し
て
も
燃

え
広
が
り
に
く
い
素
材
で
作
ら
れ
た

も
の
、
も
し
く
は
、
防
災
加
工
さ
れ

た
製
品
で
す
。
見
た
目
や
手
触
り
は

普
通
の
も
の
と
同
じ
で
、
肌
に
触
れ

た
り
、
幼
児
が
口
に
入
れ
た
と
き
の

安
全
チ
ェ
ッ
ク
も
さ
れ
て
い
ま
す

▽
住
宅
用
消
火
器
・
:小
型
・
軽
量
夕

イ
プ
で
、
操
作
も
簡
単
で
す

▽
加

熱
防
止
装
置
付
き
ガ
ス
テ
し
フ
ル
…

加
熱
の
し
過
ぎ
で
天
ぷ
ら
油
な
ど
が

発
火
す
る
前
に
自
動
的
に
火
が
消
え

ま
す

《
地
域
活
動
支
援
係
》



2004年( 平成16年) 1 月10日 あ だ ち 広 報 第1394号 ( 4)( 5)

1
面
(
そ
の
1
・
備

え
編
)
か
ら
の
続
き

そ
の
2
　
対
処
編

～
大
き
な
地
震
が
起
き
た
と
き
は
～

大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
の
避
難

の
流
れ
に
つ
い
て
再
確
認
し
、
も
し

も
の
場
合
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

まず、身の安全を
大きな揺れが起きたとき、火の始末を

しようとして、やかん・なべなどの中身

が身体にかかり、やけどをしてし まった

例が報告されています。大きな揺れの場

合には、まず机の下などに身を隠すか、k

座布団などで頭部を守ります。

火の始末を忘れずに
火を消すタイミングは3
回あります。
①揺れを感じたとき
②揺れがおさまったとき
③出火したとき

出口の確保
地震の揺れによってドアがゆがみ、開か

なくなって、部屋に閉じ込められるという

例が過去にありました。

また、外への避難時には、ガスの元栓を

閉め、電気のブレーカ一を落とします。

▲ 窓や戸を開け、
出口を確保

▲ あわてて屋外に
飛び出さない

区では、集団避難方式を進めていますが、
大規模火災など自宅にいることが危険な場
合には、状況を判断して、家族や近所同士で
避難することが必要な場合もあります。

一時集合場所

集団で避難するために、町会・自
治会単位で、一時的に集まる場所で
す( 公園・学校・神社など)。
- 時集合場所については、区・ホ

ームページでもご覧になれます。

こ
の
看
板
が
目
印
で
す

標識「ひよこ」 標識「やじろべえ」

避難所
震災で住居が損壊などしたときの
ための生活の場所です。区内の小・中
学校、都立高校の123ヵ所を第一次避
難所に指定。また、学校での生活が困
難なお年寄りや身体の不自由な方の
ために、福祉施設などを第二次避難所
として開設します。

▲ 避難は徒歩で、　
持ち物は最小限に

広域避難場所
広域避難場所とは、大地震などで延焼火災が発生した場合、大火から身を守るために

避難する場所です。15年2 月、区内の広域避難場所が6 ヵ所追加され、15ヵ所になりま
した( 図1) 。皆さんの地域の広域避難場所を確認してください。

図1　 大震・火災時の避難場所案内図

注意事項

屋外では
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の

落
下
物
に
注
意

門
や
塀
に
は
近
寄

ら
な
い

屋 内で は

ガ
ラ
ス
の
破
片
に

気
を
付
け
る

出
口
に
殺
到
し
な
い

そのほか
正
確
な
情
報
を

入
手

地
域
で
協
力
し
て

消
火
や
救
援
を

まちの復興

阪神・淡路大震災を教訓として、区は平
成13年に「都市復興マニュアル」を、まち

の復興の手順を示した指針として整理しま
した。

大地震により区内に大きな被害が発生
し、計画的なまちづくりが必要なとき、速

やかに震災復興本部を設置し、災害対策本

部と連携をとりながら、まちの復興に取り
組みます。

区は現在、地震災害の危険度が高い地域
において、災害が発生する前からハード・
ソフトの両面から、まちの安全欧の向上に
努めています。 問先= 都市計画課調整係

費3880- 5111 ㈹

問
先
=
災
害
対
策
係

晋
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

災
害
時
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

1
月
1
5日
か
ら
2
1日
は
、
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す
。
区
内
各

消
防
署
で
は
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
災

害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
対
象
=
満
1
8歳

以
上
6
5歳
未
満
の
都
民
で
、
応
急
救

護
に
関
す
る
知
識
の
あ
る
方

活
動

内
容
=
応
急
救
護
/
消
火
活
動
支
援
/

救
助
活
動
支
援

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
千
住
消
防
署

日
(
3
8
8
2
)
0
1
1
9

足
立
消
防
署

啻
(
3
8
5
2
)
0
1
1
9

西
新
井
消
防
署

啻
(
3
8
5
3
)
0
1
1
9

4 月から足立区立小・中学校
で二期制が始まります

学校行事などの教育課程の編成は、教育目標を達成するた
めに、各学校が独自に計画を立て、行っています。
今回は、中学校を例に、三学期制と比較しながら、二期制
のメリットを生かした取り組みをお知らせします( 図2) 。

二期制についてのお問い合わせは、
教育指導室g3880- 5111 ㈹

図2　 区立中学校の三学期制・二期制の行事等の比較例

先
行
実
施
校
保
護
者
の
声

小
学
校

今
年
度
か
ら
、

二
期
制
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
当
初

は
学
校
や
家
庭
で

も
手
探
り
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
保

護
者
と
し
て
は
通
知
表
が
2
回
に
な
る
こ

と
な
ど
が
不
安
で
し
た
。

し
か
し
二
期
制
で
は
、
児
童
一
人
ひ
と

り
の
学
習
の
記
録
な
ど
を
作
成
し
て
把

握
・
評
価
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
夏
休
み

と
匁
休
み
前
に
個
人
面
談
を
行
う
こ
と
で

了
ど
も
た
ち
の
学
習
状
況
が
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
期
・
後
期
で

授
業
日
数
が
長
期
間
に
な
っ
た
こ
と
で
、

先
生
方
は
じ
っ
く
り
と
ゆ
と
り
を
持
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
え
る
時
間
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
短
い
日
数
で

慌
し
か
っ
た
三
学
期
が
な
く
な
る
こ
と

で
、
長
期
的
な
計
画
で
授
業
が
進
む
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

当
初
は
不
安
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
よ
匯
才良
い
充
実
し
た
学
校

生
活
が
送
れ
て
い
ま
す
。

《
宇
田
川
敏
夫
さ
ん
(
中
川
東
小
学
校
P
T
A

会
長
)
》

中
学
校

子
ど
も
た
ち
の

学
習
時
間
を
確
保

し
、
一
人
ひ
と
り

の
学
習
状
況
に
応

じ
た
指
導
が
出
来
る
よ
う
に
、
1
4年
度
か

ら
二
期
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。

二
期
制
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
年
間
行

事
を
見
直
し
授
業
時
間
を
確
保
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
学
力
の
向
上
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
余

裕
あ
る
指
導
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
し
て

学
期
の
途
中
に
夏
休
み
が
入
り
ま
す
。
前

期
の
「
中
間
」
と
の
認
識
を
持
続
出
来
れ

ば
、
自
主
的
に
学
習
の
継
続
を
心
掛
け
、

個
々
の
課
題
を
克
服
す
る
な
ど
、
学
力
ア

ッ
プ
も
図
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
加
賀
中
の
通
知
表
は
、
三
学
期

制
よ
り
も
さ
ら
に
学
習
へ
の
取
り
組
み
を

き
め
細
か
く
評
価
出
来
る
よ
う
な
形
式
に

な
っ
て
い
て
、
保
護
者
も
子
ど
も
の
学
習

状
況
が
良
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

《
松
岡
幹
夫
さ
ん
(
加
賀
中
学
校
P
T
A

会
長
)
》

15年度第1 回
住民参加型ミニ公募債
「走れ! 　あだち債」

を発行します
～あなたの資金を

区政に活かしませんか～

住
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債

「
走
れ
!

あ
だ
ち
債
」
を
発
行
し

ま
す
(
表
1
)
。
こ
れ
は
区
が
発
行
す

る
も
の
で
、
利
子
や
満
期
時
の
元
金

を
区
が
支
払
う
の
で
、
安
心
で
き
る

債
券
(
区
債
)
で
す
。
初
め
て
発
行

し
た
昨
年
度
は
、
好
評
の
う
ち
に
完

売
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
発
行
額
や

購
入
限
度
額
、購
入
資
格
を
拡
大
し
、

更
に
充
実
し
ま
し
た
。
今
回
も
昨
年

に
引
き
続
き
、
北
千
住
駅
西
口
に
建

設
中
の
「
足
立
区
文
化
芸
術
劇
場
(
シ

ア
タ
ー
ー
0
1
0
)

」の
建
設
費
用
の

一
部
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

住
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債
と
は

こ
れ
ま
で
は
限
ら
れ
た
自
治
体
が

市
場
公
募
債
を
発
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
の
自
治
体
で
も
地
域

を
限
定
し
少
額
で
も
発
行
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
資
金
調
達

の
ほ
か
、
区
政
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。 ▲ 北千住駅西口再開発ビル( イメージ図)

表1　「走れ! 　 あだち債」申込期間等

※ 1 …申し込み総額が5 億円に達した時点で終了となります。早めに申
し込んでください( 土・日・祝日は申し込み不可)

※ 2 …利率については、国債の利回りなどを参考に2 月5 日㈲に発表す
る予定です

※ 3 …申し込みの際に必要な書類やマル優などの利用については、事前
に取り扱い金融機関にお問い合わせください

保
護
預
か
り
な
ら
安
全
で
便
利
で
す

保
護
預
か
り
と
は
、
取
り
扱
い

金
融
機
関
が
購
入
し
た
債
券
を
保

管
す
る
こ
と
で
す
。
万
一
の
盗
難

や
火
災
な
ど
で
紛
失
す
る
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。
※
マ
ル
優
・
特
別

マ
ル
優
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
購
入
時
に
保
護
預
か
り
制
度

の
手
続
き
が
必
要
で
す

保
護
預

か
り
手
数
料
=

▽
み
ず
ほ
銀
行
…

月
1
0
5円

▽
各
証
券
会
社
・
:無
料

中
途
で
も
換
金
が
出
来
ま
す

満
期
日
(
償
還
期
日
)
前
に
万

一
換
金
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
取
り
扱
い
金
融
機
関
で
の
換

金
が
出
来
ま
す
。
た
だ
し
、「
走
れ
!

あ
だ
ち
債
」
の
価
格
は
毎
日

変
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
売
却
の

時
期
に
よ
っ
て
は
、
購
入
時
の
価

格
を
下
回
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

新

交

通

シ
ステ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

各
駅
に
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

日
暮
里
・
舎
人
線
の
駅
舎
外
装
に

つ
い
て
、
沿
線
住
民
の
代
表
者
を
交

え
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
グ
レ
ー
系
の
外
装
下
部

に
帯
状
に
各
駅
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

を
配
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
暮
里
側
は
、
に
ぎ
わ
ケ
街
並
み

や
荒
川
、
隅
田
川
と
い
う
自
然
的
要

素
か
ら
リ
バ
ー
サ
イ
ド
と
し
て
「
に

ぎ
わ
い
/
水
辺
」
を
、
舎
人
側
は
、

住
空
間
や
舎
人
公
園
な
ど
、
緑
地
・

公
園
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
か
が
や
き
/
緑
」
を
イ
メ
L
ン
し

ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
色
彩
を
展

開
し
た
結
果
、
各
駅
(
駅
名
は
す
べ

て
仮
称
)
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
は
、

見
沼
代
親
水
公
園
駅
:
朱
色
/
舎
人

駅
・
:黄
赤
色
/
谷
在
家
駅
・
:黄
色
/

上
沼
田
東
公
園
駅
・
:黄
緑
色
/
江
北

駅
…
緑
色
乙
咼
野
駅
:
青
緑
色
∠
扇

大
橋
北
駅
…
水
色
/
足
立
小
台
駅
…

青
色
/
熊
野
前
駅
…
青
紫
色
/
赤
上

小
学
校
・
:紫
色
/
西
口
暮
里
駅
・
:赤

紫
色な

お
、
舎
人
公
園
駅
、
日
暮
里
駅

は
、
周
辺
景
観
と
調
和
さ
せ
る
た
め

調
整
中
で
す
。
ど
の
よ
う
な
駅
舎
に

な
る
か
、
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

《
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
係
》

▲ 駅舎外装に各駅のシンボルカラーが
入ります( イラストはイメージ)
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凡
例

□ 申 込 … 申し 込み 方 法

□ 期 限 … 申 し 込み 期 限

場 ・申 ・ 問 先 … 場 所・

申 し込 み 先 ・ 問 い 合 わ せ 先

□ 費 用の記 載 のな い ものは 無 料

□ ( HP)… ホ ー ムペ ージ ア ド レス

□ 　 … E メ ール ア ドレ ス

あ
だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

2
月

に
放

映

開
始

予
定

の
北

千
住

駅

西

口

大

型

ビ

ジ

ョ

ン

の
愛

称

が

「
あ

だ

ち

シ

テ

ィ

ビ

ジ

ョ

ン

(
A
D
A
C
H
I
C
I
T
Y
V
I
S
I
O
N
)

」

に
決
定

し

ま
し

た

。
多

数

の
応
募

の

中
か

ら
市

川
由
美

さ

ん
(

西
新

井
栄

町
在
住
)

の
案

が
選

ば
れ
た

も

の
で

、

大
型

ビ

ジ
ョ

ン
外

枠

上
部

に
表
示

さ

れ
ま

し
た

。
た
く

さ

ん

の
応
募

、
あ

り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
今

後
広

く
使
用

し

、
区
内

外

の
皆

さ

ん
に
親

し
ん

で

い
た
だ

き
た

い
と

考
え

て

い

ま
す

。

問

先
=

商

業
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
6
5

休
日
納
税
・
納
付
相
談

「
区
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」
「
介
護
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
日
時
=

1
月
2
5
日
向
、
午
前
9
時
～
午
後
4

時

場
所
=
区
役
所

問
先
=
納
税

第
丁

第
二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
口
座

振
替
を
利
用
し
ま
し
よ
う

「
区
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
≒
介
護
保
険
料

」の
支
払
い
は
、便

利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

区
内
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
に
、

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す

。
通
帳
と
通

帳
印
を
持
参
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
先
=

納
税
課
収
納
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
8

こ
く
ほ
年
金
課
収
納
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
2

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
者
は
、
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方
が
1
月
1
日
現
在

居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
長
あ
て

に
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
報
告

書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
=
2

月
2
日

問
先
=
特
別
徴
収
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
3
2

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

区
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
へ
、
実
際
に
か
か
っ
た

医
療
費
(
1
0割
分
)
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
1
5年
9
月
に

診
療
を
受
け
た
方
の
、
そ
の
月
の
医

療
費
を
1
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
奈
総
医
療
費
が
3
千
円
以
下

の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が

遅
れ
た
場
合
を
除
く

問
先
=
こ
く

ほ
年
金
課
給
付
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

2
0歳
に
な
っ
た
障
害
者
の

方
は
「
障
害
基
礎
年
金
」

が
申
請
出
来
ま
す

2
0歳
に
な
る
前
か
ら
の
病
気
や
ヶ

が
な
ど
が
も
と
で
、
日
常
生
活
に
著

し
く
支
障
が
あ
る
障
害
者
の
方
は
、

2
0歳
に
な
る
と
「
障
害
基
礎
年
金
」

が
申
請
出
来
ま
す
。

※
障
害
の
程

度
や
本
人
の
所
得
額
な
ど
に
よ
り
年

金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い

問
先
=
年
金
給
付
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

私
立
高
校
等
入
学
資

金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

対
象
=
私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校

ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る

私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予

定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
区

内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、

住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
/
勤

続
(
営
業
)
年
数
が
1
年
以
上
あ
る

方
/
1
4
年
中
の
年
収
が
次
の
限
度
額

以
下
の
方
・
:
▽
給
与
所
得
者
で
、
支

払
給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以
下

▽
事
業
所
得
者
で
、
総
所
得
金
額
な

ど
が
8
0
0
万
円
以
下
※
前
記
条
件
に

当
て
は
ま
る
場
合
で
も
、
取
り
扱
い

金
融
機
関
の
貸
し
付
け
基
準
に
よ
り

融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
既
に
入
学
金
な
ど
を
納
入
済

み
の
場
合
は
融
資
出
来
ま
せ
ん
内

容
=
志
望
校
入
学
手
続
き
時
の
最
低

納
付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
除
く
)

/
制
服
代
/
教
科
書
代
融
資
金
額

=
1
0
万
～
5
0
万
円
(
1
万
円
単
位
。

制
服
代
は
1
0万
円
・
教
科
書
代
は
2

万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
=
年
口
%

返
済
=
融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦

償
還
)

取
扱
金
融
機
関
=
区
内
の

足
立
成
和
信
用
金
庫
/
東
京
ス
マ
イ

ル
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
所

定
の
保
証
が
必
要
で
す
(
保
証
料
は

区
で
負
担
)

期
限
=
2
月
2
7日

※
取
り
扱
い
金
融
機
関
へ
の
申
し
込

み
か
ら
融
資
ま
で
1
0日
位
か
か
り
ま

す
。
志
望
校
が
決
ま
り
次
第
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
・
問

先
=
学
務
課
助
成
係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

1
6年
度
区
立
小
・
中
学
校

新
入
学
生
の
指
定
校
変
更

の
受
け
付
け

区
立
小
・
中
学
校
の
入
学
手
続
き

に
必
要
な
就
学
通
知
書
を
、
1
月
2
0

日
ご
ろ
に
各
保
護
者
に
送
付
し
ま

す
。就
学
通
知
書
で
指
定
さ
れ
た
小
・

中
学
校
と
違
う
学
校
に
変
更
を
希
望

す
る
方
は
、
指
定
校
変
更
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
届
い
た
就
学
通
知
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
学
校
へ
の
指
定
校
変

更
は
出
来
ま
せ
ん
。

▽
小
学
校
・
:

綾
瀬
/
梅
島
/
鹿
浜
第
一

▽
中
学

校
・
:第
九
/
第
十
一
/
第
十
四
/
第

十
六
/
伊
興
/
東
綾
瀬
/
六
月

問

先
=
就
学
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

1
5年
度
生
き
が
い
奨
励
金

申
出
書
未
提
出
者
の
方
へ

1
5年
8
月
1
日
現
在
、
区
内
在
住

で
7
0歳
以
上
の
方
(
昭
和
9
年
4
月
1

日
以
前
生
ま
れ
の
方
)
に
、
生
き

が
い
奨
励
金
を
区
内
共
通
商
品
券
で

支
給
し
て
い
ま
す
。
申
出
書
(
該
当

者
に
は
1
5年
8
月
中
旬
発
送
済
み
)

を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
2

月
1
3日
ま
で
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
既
に
申
出
書
を
提
出
し

た
方
に
は
、
H
月
上
旬
に
区
内
共
通

商
品
券
を
発
送
し
ま
し
た
。
申
・
問

先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

家
庭
用
品
・
電
気
製
品
立

入
検
査
、
米
穀
販
売
業
者

監
査
に
ご
協
力
を

消
費
者
の
利
益
を
保
護
し
、
米
穀

の
計
画
流
通
制
度
を
適
正
に
運
営
す

る
た
め
の
監
査
を
行
い
ま
す
。
1
～

2
月
中
に
検
査
員
が
伺
い
ま
す
。

対
象
=
家
庭
用
品
・
電
気
製
品
・
米

穀
の
販
売
事
業
者
の
う
ち
、
無
作
為

で
抽
出
さ
れ
た
事
業
者

問
先
=
消

費
者
セ
ン
タ
ー

g
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

「
区
部
に
お
け
る
都
市
計

画
道
路
の
整
備
方
針
(
案
)
」

を
公
表
し
ま
す

都
と
2
3区
は
、
区
部
の
都
市
計
画

道
路
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
整
備
の

基
本
的
方
向
性
に
つ
い
て
示
し
た

「
区
部
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の

整
備
方
針
(
案
)
」を
策
定
し
ま
し
た
。

本
案
で
は
、
以
下
の
内
容
を
示
し

て
い
ま
す
。

▽
区
部
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の

必
要
性
の
検
証

▽
優
先
整
備
路
線
の
選
定
(
第
三
次

事
業
化
計
画
言

▽
都
市
計
画
道
路
区
域
内
に
お
け
る

建
築
制
限
の
緩
和

▽
概
成
道
路
(
一
定
の
道
路
幅
員
を

有
し
、
道
路
と
し
て
の
機
能
を
概
ね

満
た
し
て
い
る
道
路
)
に
お
け
る
新

た
な
整
備
手
法
の
提
案

本
案
全
文
は
、
都
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、都
民
情
報
ル
ー
ム
(
都
庁
)
、
2
3

区
の
都
市
計
画
道
路
担
当
窓
口
(
区

で
は
街
路
課
)
で
参
照
出
来
ま
す
。

※
第
三
次
事
業
化
計
画
対
象
路
線
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。
補
助
1
3
8
号
線
　

(
中
央
本
町
一
～
二
丁
目
・
青
井
三

丁
目
～
綾
瀬
四
丁
目
)
/
補
助
1
4
0
号

線
(
西
綾
瀬
一
～
四
丁
目
)
/
補
助

2
6
1
号
線
(
伊
興
四
丁
目
～
竹
の
塚
六

丁
目
・
神
明
二
丁
目
～
六
木
四
丁
目
)

/
補
助
1
3
8
号
線
(
関
原
三
丁
目
～
梅

田
七
丁
目
)
/
補
助
2
5
6
号
線
(
中
央

本
町
三
丁
目
～
青
井
六
丁
目
)
/
補

助
1
3
7
号
線
(
梅
田
七
丁
目
付
近
)
/

補
助
2
5
3
号
線
(
西
新
井
一
丁
目
付
近
)

/
補
助
2
5
4
号
線
(
関
原
一
丁
目
～
梅

田
五
丁
目
)
/

補
助
2
5
5号
線
(
梅
島

三
丁
目
付
近
)
/

補
助
2
5
8号
線
(
六

町
一
丁
目
～
加
平
二
丁
目
)
/
区
画

街
路
七
号
線
(
新
田
二
圭
二
丁
目
)
/

区
画
街
路
8
号
線
(
関
原
三
丁
目

～
西
新
井
栄
町
一
丁
目
)

・

意
見
・
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

都
・
街
路
計
画
課
に
お
い
て
、
皆

さ
ん
の
意
見
・
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
は
、
整
備
方
針
を
決

定
す
る
た
め
の
参
考
と
し
、
主
な
意

見
に
対
す
る
都
と
2
3区
の
考
え
方

は
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
整
備
方
針
の
最
終
の

取
り
ま
と
め
は
1
5年
度
末
に
策
定
・

公

表

す

る
予

定

で

す

。

申

込
=

郵

送

ま
た

は
都

・
ホ

ー

ム
ペ
ー

ジ
内

の

所
定

の
様

式

期

限
=
1

月
3
0
日
必

着

申

先
=

都

・
街

路

計
画
課

豐
(
5
3
8
8
)
3
3
2
8

狸
7
t
{

で
‥
ヘ
ヘ
S
S
S
'
t
o
s
h
i
k
e
i
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p

-

い
ず

れ
も
I

問

先
=

都

・
街

路

計
画

課

啻
(
5
3
8
8
)
3
3
2
Q
)

区

・
設
計

工
事

係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
2
2

都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
と
お
り
都
市

計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
内
容

に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
方
は
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

・
都
決
定
の
都
市
計
画
案

①
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
決
定

②
都
市
再
開
発
の
方
針
の

変
更

③
住
宅
市
街
地
の
開
発
整
備

の
方
針
の
変
更

④
防
災
再
開
発
の

方
針
の
変
更

意
見
書
提
出
先
=

都
・
都
市
計
画
課

臺
区
決
定
の
都
市
計
画
案

⑤
東
京
都
市
計
画
特
別
工
業
地
区
の

変
更

意
見
書
提
出
先
=
区
・
都
市

計
画
係

-

い
ず
れ
も
I

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
=
1
月
2
1

日
～
2
月
4
日
場
・
問
先
=
都
・

都
市
計
画
課

g
(
5
3
8
8
)
3
2
2
5

区
・
都
市
計
画
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

区政情報室資料コーナー
の利用を休止します

所蔵資料の点検・整理のため、
利用を休止します。この間、資
料の利用は出来ません。※ 情
報公開の請求、有償刊行物の販
売は通常通り行います期間=
1月19日～23日問先=区政情

報室03880- 5830

足立区中学生
環境保全ポスターコンクール

入賞作
品 発表

区内の中学校17校から応募があっ
たなかから、2部門計106点の入賞作
品を展示します。期間=1月15日～
21日 場所= ギャラクシティ・イ

ベントホール 問先= 水と緑の課事
業推進g3838- 8126

▲ 自然を守るの部
最優秀賞
中村恵見子さん
( 第四中学校3 年)

▲ 傷つく環境の部
最優秀賞
島谷美希さん
( 第十一中学校3 年)

3/1
千住区民事務所が
千住ミルディス内に

オープン
平日は午後7 時まで営業

サービスアップへ
3月1 日から、北千住駅西口に建設中

の千住ミルディス10階で営業します。こ
れに伴い、現在千住庁舎( 千住仲町) に
ある事務所とルミネ2 階の北千住サ一ビ
スセンタ一は、2月27日で閉庁します。
新しい千住区民事務所は、平日午後7
時まで開庁時間を延長し、住所の異動、
住民税・国保・介護保険料の納付、手続
きなどを行い、サービスアップを図りま
す。※ 一部取り扱いの出来ない業務が
あります開庁時間=月曜～金曜日、午
前8時30分～午後7時※ 毎月末営業日
は午後5 時で閉庁。土・日・祝日は休業
問先= 地域支援課振興係

03880 ―5855

◎ おわび　12月25日号1 面「区・年末年始窓口業務休業日一覧」の記事で、1月4 日 の図書館は休館日でしたが、誤って開館とお知らせしました。当日は、
利用者の混乱を避けるため午前9 時から午後5 時まで開館しました。記事に不備がありましたことをおわびします。《広報課・中央図書館》



2004年( 平成16年) 1 月10日 あ だ ち 広 報 第1394号( 7)

催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは
1 月14 日

から受け付け

ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の
夕
ベ

区
の
姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド
市
が

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
、
お
い

し
い
ワ
イ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。

赤
白
8
種
類
程
度
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
素
敵

な
洋
館
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ソ
ム
リ
エ
か
ら
は
、

ワ
イ
ン
の
奥
深
さ
も
聞
け
ま
す
。

日
時
=
1
月
2
9
日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
場
所
=
ベ
ル
モ
ン
ド
公

園
陳
列
館

費
用
=
▽
区
民
交
流
協

会
会
員
…
5
0
0
円

▽
一
般
…
千
円

定
員
=
2
5人
(抽
選
)
申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
会
員
こ

般
の
別
、「
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の
夕
べ

希
望
」
を
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4

人
ま
で
申
し
込
み
可
。
重
複
申
し

込
み
は
無
効
。
返
信
(
ガ
キ
の
表
に

代
表
者
の
氏
名
、住
所
を
必
ず
記
入
。

当
選
者
に
は
後
日
連
絡

期
限
=
1

月
2
0日
必
着

申
・
問
先
=
区
・
区

民
交
流
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0

・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

第
1
2回
足
立
子
ど
も

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
障

害

つ
て

何
?

普

通

に
生

き

る

っ
て
何
?
・
」
を

テ

ー
マ
に

、
子

ど

も

た
ち

の
成
長

に

つ

い
て
考
え

て

み

ま
せ

ん

か

。

日
時
=
2

月
7

日

出

、

午

後
1

時
～
5

時

場

所
=

竹

の
塚

地

域
学

習
セ

ン

タ
ー

定

員
=
3
0
0
人

内

容
=

講

演
/

分
科

会
(
話

し
合

い
)

ほ

か

申

込
=

当
日

直
接

会
場

へ

※
保
育

希
望
者

の
み
電
話

申

・
問

先
=

生
涯

学

習
課

社
会
教

育

g
(
3
8
8
0
)
5
9
8
Q

り

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

E
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
1
月
2
4日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

内
容
=
も
ち
つ
き
を

し
よ
う

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

g
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
青
少
年
団

体
を
中
心
に
、
手
作
り
の
お
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
中
学
・
高
校
生
、
一

般
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
日
時
=
2
月
1
日
脚
、
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
内
容
=
太
鼓

乙
バ
ン
ド
/
演
劇
/
喫
茶
/
バ
ザ
ー

ほ
か

問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　

g
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

収
蔵
資
料
展
「
む
か
し
の
道
具
」

博
物
館
の
所
蔵
す
る
昔
の
道
具
を

紹
介
し
ま
す
。期
間
=
1
月
1
7
日
～

3
月
1
4
日

内
容
=

▽
は
た
ら
く

道
具
…
稲
作
を
中
心
と
し
た
仕
事
で

使
う
道
具

▽
く
ら
し
の
道
具
…
日

常
生
活
の
な
か
で
使
う
道
具

▽
よ

そ
お
う
道
具
…

衣
類
・
装
身
具
な
ど

装
い
の
道
具

・

ミ
ニ
体
験
「
む
か
し
の
道
具
を
使

つ
て
み
ま
せ
ん
か
」

期
間
・
内
容
=
▽
1
月
1
7
日
か
ら
2

月
1
4
日
の
土
・
日
・
祝
日
、
午
前
‥
1
1
一

時～
午
後
3
時
・
:
「
は
か
る
」
▽
2

月
1
5
日
か
ら
3
月
1
4
日
の
間
の
土
・

日
曜
日
、
午
前
H～
午
後
3
時
・
:
「
は

こ
ぶ
・
つ
つ
む
」

-

い
ず
れ
も
I

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

費
用
=

▽
大
人
…
2
0
0円

▽
小
・
中
学
生
…

㈲
一
円
▽
団
体
(
2
0
人
以
上
)
:
半

額
▽
小
・
中
学
生
の
学
習
利
用
/

区
内
在
住
・
在
勤
の
7
0
歳
以
上
の
方

/
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
お
よ
び
介

護
者
I
人
…
無
料
※
第
2
・
第
3

土
曜
日
は
無
料
公
開
日
場
・
問
先

=
郷
土
博
物
館
(
午
前
9
時
～
午
後

5
時
、
月
曜
休
館
)

日
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル

修
了
記
念
講
演

日
時
=
2
月
2
0
日
脚
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
イ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

内
容
=

「
暮
ら
し
に
役

立
つ
脳
の
知
識

～
脳
の
働
き
を
活

発
に
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
方
法
～
」

講
師
=
米
山
公
啓
氏
(
医
師
)

定
員
=
2
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

消
費
生
活
問
題
調
査
グ
ル

ー
プ
　研
究
結
果
発
表
会
・

研
修
会
(
公
開
講
座
)

・

発
表
会

日
時
=
2
月
4
日
㈲
、
午
前
1
0時
～

正
午

※
1
月
2
9日
か
ら
2
月
3
日

は
、
発
表
内
容
を
梅
田
画
廊
(
エ
ル
・

ソ
フ
ィ
ア
内
)
に
て
パ
ネ
ル
展
示

秦
研
修
会

日
時
=
2
月
4
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
講
演
「
く

ら
し
が
変
わ
る
・
暮
ら
し
を
変
え
る
、

私
た
ち
」
講
師
=
清
水
鳩
子
氏
(
主

婦
連
合
会
参
与
)

-

い
ず
れ
も
I

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ
ア

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

講
演
会
「
ス
ー
パ
ー
ば
ぁ
　ス
ー
パ

ー
じ
ぃ
　に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!
」

日
時
=
2
月
7
日
倒
、
午
後
2
時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

内
容
=

お
葬
式
や
お
墓
に
つ
い
て
の
現
代
事

情
・
基
礎
知
識
、
契
約
時
の
ポ
イ
ン

ト
ほ
か

講
師
=
二
村
祐
輔
氏
(
日

本
葬
祭
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
理
事
)

申
込
=
電
話

定
員
=
2
0
0人(
先
着

順
)

期
限
=
1

月
3
0日

申
・
問
先
=

あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
会
事
務
局
(
地
域
支
援
課
内
)
　
　

讐
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

あ
だ
ち
流
環
境
講
座
(
4
日
制
)

豊
か
な
環
境
と
豊
か
な
く
ら
し
を

両
立
さ
せ
る
た
め
に
、「
あ
な
た
」
が

出
来
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
る
講
座

で
す
。
日
時
等
=
表
1

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定

員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
千
5
0
0

円
(
施
設
見
学
会
昼
食
代
)

申
込
=
(

ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
住
所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
環
境
講
座
希
望
」
を
明
記

※
I

講
座
の
み
の
受
講
を
希
望
す
る
方
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い

期
限
=
1
月
1
7

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
あ
だ

ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

豐
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

表1　 あだち流環境講座日時等

※ いずれも火曜日

特
別
経
済
講
演
会

日
時
=
2
月
1
9
日
㈲
、
午
後
3
時
3
0

分
～
5
時
場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル
内
容
=
「
技
術
・
流
通
で
勝

つ
経
営
～
身
近
な
経
営
者
か
ら
学

ぶ
こ
と
～
」
講
師
=
橋
本
久
義
氏
　

(政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
)

※
講
演
会
終
了
後
、「
あ
だ
ち
異
業
種

フ
ォ
ー
フ
ム
2
0
0
4

」
を
開
催
し

ま
す
(
内
容
=
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
ほ

か

費
用
=
4

千
円
)
。希
望
者
は
申

し
込
み
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い

申

込
=
事
務
局
で
配
布
し
て
い
る
所
定

の
用
紙
で
申
し
込
み

問
先
=
あ
だ

ち
異
業
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
4

実

行
委
員
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課

内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
9

£
J
s
a
n
g
y
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
一
-
T
O
K
y

〇
一一
'
)

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
区
民

開
放
参
加
者
募
集

日
程
=
3

月
2
7日
倒

場
所
=
都
民

ゴ
ル
フ
場

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

定
員
=
1
8
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
6

千
5
0
0円

※
当
日
現
地
に

て
支
払
い
。
昼
食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費

は
別
途

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
代

表
者
お
よ
び
参
加
者
全
員
(
1

枚
4

人
ま
で
)
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

※
往
復
(

ガ
キ
以
外
で
の
申
し
込
み
や
重
複

申
し
込
み
は
、
す
べ
て
無
効

期
限
=
2

月
2
9
日
必
着

※
決
定
通
知

は
、
3
月
上
旬
発
送
予
定

申
先
=

東
京
都
民
ゴ
ル
フ
場

〒
1
2
3・0
8
6
5

新
田
I
-
1
5
-
I

啻
(
3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
=
公
園
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

まちをきれいにする条例
問先=地域活動支援係 　3880- 5856

て
る

丸
くん

通

信
第
1
0
回

姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ト

今
回
は
、
姉
妹
都
市
提
携
2
0周
年

を
迎
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ベ
ル

モ
ン
ド
市
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

・
魅
力
あ
ふ
れ
る
ベ
ル
モ
ン
ド
市

ベ
ル
モ
ン
ド
市
は
、
世
界
一
美
し

い
ま
ち
と
い
わ
れ
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
州
の
州
都
パ
ー
ス
市
の
中
に
あ

り
ま
す
。面
積
は
4
0吋
(
足
立
区
の

約
4
分
の
3
)
、
人
口
は
約
3
万
人

(区
の
約
2
0分
の
I
)
で
す
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
競
馬
発

祥
の
地
と
し
て
も
有
名
な
ほ
か
、
ス

ワ
ン
川
近
く
に
は
多
く
の
公
園
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
あ
り
、
カ

ヌ
ー
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
レ
ジ

ャ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。

・
足
立
区
と
の
交
流
の
き
っ
か
け

区
は
「
世
界
を
結
ぶ
文
化
の
ま
ち
」

を
め
ざ
し
、
区
を
紹
介
し
た
英
語
冊

子
を
各
国
大
使
館
に
配
布
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
た
ベ
ル
モ
ン
ド
市
か

ら
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
2
0年
前
の
1
0

月
1
日
、
姉
妹
都
市
提
携
を
し
ま

し
た
。

・
交
流
の
あ
ら
ま
し

最
初
の
中
学
生
使
節
団
の
相
互
派
遣

(
1
9
8
6
年
)
/
最
初
の
姉
妹
都

市
専
門
員
誕
生
(
1
9
9
2

年
)
/

梅
島
に
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
落
成
(
1
9
9
3

年
)
/
ヘ
ル
モ
ン
ト
市
に
足

立
公
園
造
成
(
2
0
0
3

年
)

・
提
携
2
0周
年
記
念
事
業

提
携
2
0周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

区
市
民
使
節
団
の
相
互
派
遣
を
計
画

中
で
す
。
ま
ず
8
月
、
区
民
使
節
団

が
ベ
ル
モ
ン
ド
市
を
訪
問
す
る
予
定

で
す
。

参
加
者
募
集
に
つ
い
て
は
、
2
月
1
0

日
号
の
あ
だ
ち
広
報
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

《
区
・
区
民
交
流
協
会
(
経
済
観
光

課
内
)
》

掲
示

板

・
母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
自
立
促
進

講
習
会
(
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
)

日
時
=
2
月
2
1日
・
2
2日
・
2
8日
・
2
9

日
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
4

時

場
所
=
都
立
足
立
技
術
専
門

校

対
象
=
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
お

よ
び
寡
婦

定
員
=
2
0
人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

期
限
=
1

月
2
7日
必
着

問
先
=

東
京

都
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

g
(
5
2
6
1
)
1
3
4
1

・
家
内
労
働
者
の
た
め
の
「
有
機
溶

剤
健
康
診
断
」

無
料
で
受
診
出
来
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
場
所
=
都
が
指
定
す
る
区
内
医

療
機
関

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤

の
皮
革
業
従
事
者
(
有
機
溶
剤
を
含

む
接
着
剤
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
家

内
労
働
者
の
方
)

受
診
期
限
=
3

月
3
1日
(
1
5年
度
分
)
申
・
問
先
=

都
・
就
業
推
進
課
家
内
労
働
係

豐
(
5
3
2
0
)
4
6
5
4

・
成
人
者
で
定
時
制
高
校
入
学
を
希

望
さ
れ
る
方
へ

2
0才
以
上
の
方
は
成
人
受
検
者
特

別
措
置
(
学
力
検
査
に
代
え
て
作
文

と
面
接
に
よ
り
受
検
)
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
受
付
=
▽
1

次
募
集
・
:
2月
5
日
・
6
日

▽
2

次
募
集
・
:
3月
1
8日
・
1
9日

選
考
=

作
文
・
面
接

▽
1
次
募
集
・
:
2

月
2
4日

▽
2
次
募
集
…
3
月
2
6日

問
先
=
都
立
江
北
高
校
定
時
制
課
程

g
(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

・

「
都
民
劇
場
」
春
の
会
員
募
集

映
画
・
演
劇
・
歌
舞
伎
を
手
ご
ろ

な
料
金
で
楽
し
め
る
会
員
制
の
団
体

で
す
。
案
内
書
を
電
話
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
期
限
=
3
月
3
1日

申
・
問
先
=

都
民
劇
場

啻
(
3
2
8
9
)
4
6
2
1
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輝け! 足立
～元気いっぱい! 　スナップショット～　

( 15年中のイベント取材より)

広報課では、区内の様々な催しなどを取材
し、広報紙だけでなく新聞社などにも写真や情
報を提供しています。
今回は、そのなかから昨年1 年間の子どもた
ちの「元気いっぱい! スナップショット」を
区の出来事一覧と共に紹介します。
今年も区内では様々な行事が行われます。皆
さんも出掛てみてはいかがですか。

1/ 15
サル回しがや
ってきた(西 保
木間児童館)

今年は甲年。
もっと活躍す
るぞ!

4/ 11
花いっぱい
コンクール
きれいなチ
ューリップ
がたくさん
咲いたね

5/10
三世代交流柏もち
作り( 西部児童
館・老人館)

おばあちゃんの
極意を伝授

6/ 8
総合スポーツセンタ
ーフェスティバル

手を大きく動かし
て、たかーくジャ
ンプ

7/ 27
カ ラスのお宅拝
見( 都市農業公
園・自然環境館)

カラスの巣の重
さは? うーん
結構重いなあ…

8/7
ちびっこ1 日図書館
員( 竹の塚図書館)

「お待たせしまし
た」 … なかなか板
に付いてます

8/ 22
ミクロの世界をの
ぞいてみよう( 衛
生試験所)

真剣な表情で顕微
鏡をのぞく姿は未
来の博士! ?

9/ 13 サツマイモ
づくり体験教室(
都市農業公園)
見て見て、特大だ
よ

9/14
ギャラクシティ
科学工作教室

手作り電球光っ
たよ

9/ 28
荒川魚釣り大会

やった!
釣れたよ

10/ 19
クリーン荒川
青空のように
土手もきれいに

12/ 20
光の祭典 「妖精
たちのパレード」

かわいい妖精たち
から笑顔のプレゼ
ント

昨年はこんなことが
ありました

1 月
16 年 に 北千 住駅西口再 開発ビル 内に オープ

ンする総合 文化 セン タ ーの名称 が「シア タ

ー1010 」 に 決定

13日 成人の日の集い( 区 内の新成人は6, 611 人)
20日 ハ ロ ーワ ーク足 立と連携し、 区役所 内

にあ だちワ ークコーナ ー開設

2 月
20日 区議会ホームページ開設

3 月
15年度区の予算まとまる
「くらしと産業の明 日を拓く」予算
15日 あだち国際まつり2003

4 月
1 日 足立区障害福祉センター「あしすと」

オープン
5 日 竹中経済財政政策・金融担当大臣が経

済財政諮問会議のメンバーと足立区を視
察。区の予算制度などについて区長と懇談

7 日 第三中学校と第十五中学校が統合し　
千寿青葉中学校開校

13日 東京都知事選挙… 石原慎太郎氏が再選
18日 千住仲町創業支援館「はばたき」オープン
21日 構造改革特別区域計画認定第1 号、「人

材ビジネスを活用した雇用創出特区」に
認定される

5 月

12日 粗大ごみ自己持ち込み事業開始
18日 足立区議会議員・区長選挙…足立区長

に鈴木恒年氏再選、区議会議員50人決
まる

26日 塩川財務大臣( 当時) が足立区の学校
給食などを視察

29日 竹ノ塚駅東ロビル改装オープン

6 月
3 日NPO 活動支援センターオープン
28・29日 あだち区民環境フェア2003
26日 企業提案型緊急雇用事業決定

7 月

1日コミュニテイバス「はるかぜ」第3弾　　　
運行開始(西新井駅西口～　舎人団地)

24日 足立の花火大会

8 月
20日 区政透明化計画策定
25日 住基ネット第2 次サービス開始
29日 構造改革特別区域計画認定第3 号、「障

害者社会生活えんじょい特区」に認定
される

9 月
1日コミユニテイバス「はるかぜ」第4弾運行開　　　

始(鹿浜都市農業公園～　足立区役所)

6 日 健 康あ だち21 フ ォーラ ム

20 日 あ だち家族ふ れあ いの 日開始

24 日 っ くばエ クスプレ ス区内3 駅 の駅名 が
「北千住」「青井」「六町」に決定

10 月

乳がん検診マンモグラフィ導入
1 日 区民の日

足立区屋外スポーツ施設のインターネ
ット・コンビニ予約開始
コミユニテイバス「はるかぜ」第5 弾
運行開始( 北千住駅西側地域循環)

11・12日 あだち区民まつりA- Fest a2003

11月

国民健康保険料のコンビニ納付開始
4 日 「あだちワークセンター」オープン
9日 衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官国

民審査
15・16日 千住エキゾチックフェア
23日 栃東関( 玉ノ井部屋) 九州場所優勝

12 月

12日～　25日光の祭典2003

古紙配合率100% 再生紙を使用しています F. K　287, 800


